
て
お
り
、
上
端
か
ら

一
人
ｍｍ
、　
一
五
ｍｍ
、　
一
五
ｍｍ
間
隔
で
三
カ
所
に
浅
い
切
り

込
み
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
左
側
面
に
は
ほ
ぼ

一
五
ｍｍ

（五
分
）
間
隔
で

刻
線
が
施
さ
れ
て
お
り
、
特
に
上
端
か
ら

一
四
人
ｍｍ
、
上
下
の
ほ
ぼ
中
央
部
に

は
左
側
面
か
ら
裏
面
を
通
り
右
側
面
に
ま
で
到
る
刻
線
が
あ
る
。
木
簡
自
体
が

二
九
九

ｍｍ
の
長
さ
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、　
一
尺
の
定
木

・
も
の
さ
し
と
し
て
二

次
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
現
状
で
は
、
「健
児
等
解
…
宿
直
事
」

の
行
が
木
簡
の
右
側
寄
り
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
来
は
木
簡
の
中
央
部
に
書
か

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
「家
人
家
□
」
の
右
側
に
さ
ら
に

一
行

分
あ
っ
た
も
の
と
復
原
で
き
る
。

内
容
は
健
児
の
宿
直
報
告
で
あ
り
、
「家
人
家
□
」
は
、
宿
直
を
行
な
っ
た

健
児
の
名
前
と
考
え
ら
れ
る
。
『類
衆
三
代
格
』
延
暦

一
一
年

（七
九
一
し
六
月

一
四
日
太
政
官
符
に
は
、
健
児
が
守
衛
す
べ
き
施
設
と
し
て

「国
府

・
鈴
蔵

。

兵
庫
」
の
三
者
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
越
後
国
府
は
頸
城
郡
に
あ
つ

た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
発
久
遺
跡
は
兵
庫
の
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、

他
に
木
簡

一
点
が
出
土
し
て
い
る
が
、
釈
読
作
業
中
で
あ
る
。

木
簡
の
釈
文
や
二
次
利
用
に
つ
い
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
平
川
南
氏

と
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
舘
野
和
己
氏
か
ら
、
多
く
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い

た
。
　
　
　
　
（１
１
７
　
中
山
俊
道
、
８
小
林
昌
二
・
相
沢
　
央

（新
潟
大
学
し

さ
い

の

か
み

新
潟
・妻
ノ
神
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
北
蒲
原
郡
豊
浦
町
大
宇
小
坂
字
妻
ノ
神

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
Ｈ
）
四
月
―
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
豊
浦
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
川
上
貞
雄

・
山
口
直
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
入
世
紀
ｔ
近
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

妻
ノ
神
遺
跡
の
調
査
は
、
県
営
小
坂
地
区
圃
場
整
備
事
業
に
伴
い
実
施
さ
れ

た
。
調
査
地
は
豊
浦
町
の
東
部
に
あ
た
る
。
笹
神
丘
陵

（真
木
山
丘
陵
）
の
最

北
端
と
菱
ヶ
岳
山
脈
の
最
北
端

に
挟
ま
れ
た
平
野
部
で
、
水
田

地
帯
と
な
っ
て
い
る
。

調
査
に
よ
り
、
遺
跡
は
古
代

を
中
心
と
し
て
い
る
が
、
中
世

に
も
引
き
続
い
て
い
る
こ
と
が

Ｄ

判
っ
た
。
検
出
さ
れ
た
主
な
遺

霧

構
に
は
掘
立
柱
建
物
、
井
戸
、

周
溝
、
河
川
跡
な
ど
が
あ
る
。



出
土
遺
物
は
土
師
器

・
須
恵
器
を
中
心
と
し
、
そ
の
他
中
世
陶
器

。
近
世
陶
磁

器
な
ど
が
出
土
し
た
。
ま
た
木
製
品
も
河
川
跡

（Ｓ
Ｄ
五
〇
号
）
を
中
心
に
多

く
出
土
し
た
が
、
近
現
代
と
推
測
さ
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

今
回
報
告
す
る
木
簡
は
二
点
あ
る
。
い
は
呪
符
木
簡
で
、
中
世
の
周
溝

一
号

か
ら
出
土
し
た
。
周
溝

一
号
は
外
溝
と
内
溝
か
ら
な
る
も
の
で
、　
一
部
を
検
出

し
た
が
大
部
分
は
調
査
区
外
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
、
全
容
は
不
明
で
あ
る
。
②

は
Ｓ
Ｄ
五

一
号
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
五

一
号
は
河
川
跡
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
五

〇
号
か
ら
分
か
れ
て
お
り
、
中
世
の
周
溝
二
号
を
切
っ
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
五
〇
号

の
氾
濫
に
よ
っ
て
で
き
た
と
考
え
ら
れ
、
中
世
陶
器
の
他
、
近
現
代
の
種
々
の

遺
物
が
出
土
し
て
お
り
、
近
現
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る

【
木
鋪
部
出
土
し
て
い

る
。
そ
れ
は
社
寺
発
行
の
札
で

「白
山
／

（梵
字
力
）
奉
修
□
×
」
と
あ
る
。

ま
た
、
当
遺
跡
か
ら
は
墨
書
土
器
も
五
点
出
土
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
須
恵

器
の
杯
で
、
底
部
に
墨
書
す
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

周
溝

一
号

ω
は
上
端
が
圭
頭
に
削
ら
れ
、
下
部
は
両
側
面
を
そ
い
で
先
を
尖
ら
せ
て
い

る
。
墨
痕
は
四
文
字
が
不
明
瞭
な
が
ら
も
確
認
で
き
る
。　
一
文
字
目
は
梵
字
で

「
キ
ア
」
、
二
文
字
日
は
符
篠
で

「
日
」
が
二
段
三
列
に
重
な
る
も
の
が
書
か

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
判
読
で
き
る
文
字
か
ら
、
種
字

・
符
篠
を
伴

い

「臨
々
如
律
令
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

②
は
上
部
が
欠
損
し
て
お
り
、
下
端
の
両
側
面
を
削

っ
て
尖
ら
せ
て
い
る
。

表
面
の

「中
」
を

「申
」
の
意
と
解
し
、
「○
○
部

へ
申
し
上
げ
る
」
と
解
釈

し
た
。
た
だ
、
表
面
の
二
字
を

「弐
升
」
と
読
み
、
付
札
の
一
部
と
考
え
る
の

も

一
案
で
あ
る
。
裏
面
は
三
文
字
確
認
で
き
、　
一
文
字
目
は
全
体
が
判
ら
な
い

が
、
月
日
を
記
し
て
い
る
と
推
測
し
た
。

９
　
関
係
文
献

豊
浦
町
教
育
委
員
会

『県
営
小
坂
地
区
固
場
整
備
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査
報
告
書
　
正
尺
遺
跡

・
小
坂
館
遺
跡

・
妻
ノ
神
遺
跡
』
公
一〇
〇
〇

年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山
口
直
子
）

ω
　
　
「
（梵
字
）
（符
録
）
臨
［
日
Ｈ
□
令
」

Ｓ
Ｄ
五
一
号

②
　
。
部
中
　
」

〔月
ヵ
〕

。
□
六
日
」

1999年 出上の木簡

中
伽
ｏ
×

牌
『
×

卜
　

ｏ
釦
μ

（
Ｐ
∞
〇
）
×
］
∞
×
『
　
ｏ
い
Φ
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